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研 究 目 的
ボール運動においてはシュートやパスといた個々の技術がいくら上手くてもゲームの状況判断
能力が悪ければゲームにおけるパフォーマンスは劣悪なものとならぎるを得ない。ボール運動では
個々人の技術も要求されるが,同時に現時点の状況をどのように把握し, 日下の状況で何をすべき
かを判断すること,いわゅる状況判断の善し悪しが重要とされる。
状況判断,ゲー ムセンス等に関する先行研究は幾つか挙げることが出来る。中川1)はボールゲー
ムにおける状況判断は外的ゲーム状況に対する選択的注意,ゲー ム状況の認知,ゲー ム状況の予測,
プレーに関する決定という過程をとるとする概念モデルを示した。また,ラグビーの布陣状態を一
定時間見せその場で適切と思われる応答をさせゲームにおける状況判断を見ようとした。3)4)
金本ら2)はサッヵ―におけるセンスを分析し,状況判断は全体状況の把握,視野が広い,予測能
力などを意味しているとし,山根5)はバスヶットボールのガードプレヤーのリードに関する状況判
断は,相手チームの特徴を見抜くことに優れていること,予測能力に優れていること,敵の攻撃,
防御の変化に早く気づくことなどを挙げている。
以上のように,判断能力あるいは状況判断という場合,ゲー ム全体の場面を把握したり,ゲー
ムの流れを時間的空間的にとらえ判断するというようにゲーム全体に関わる総合的,総括的意味で
捉えられている。このようにゲームを総合的,総括的に捉える能力は熟練者に備わっていても,未
熟練者に期待することは無理であろう。
調枝6)は中学,高校,大学生で組織的にバスケットボールを訓練したことのない者を対象にゲー
ムの予測能力を調べたところ,未熟練者の場合,スキルの優劣によって現在時点でのチーム全体の
動きの予測能力に差はないとしている。
厨義弘7)は中学生のバスケットボールの授業内容に対する欲求や意識の流れは第一段階「自分が
ボールをもらいたい,処理したい,自分がシュートしたい」第二段階「相手のいないところに動い
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てパスをもらう,空いた人に上手くにうまくパスしたい,ゴー ル周辺のシュートが楽に打てるよう
になりたい」第3段階「みんなで速く攻めたい,早く帰って守ろう,いろいろなシュートをしてみ
たい」第4段階「ポジシヨンを決めて攻めたり,守ったりしてみたい,リバウンドを頑張ろう,フェ
イントや防御技術がうまくなりたいJ第5段階「作戦をたててゲームをしよう,地域防御で守ろう,
自分の得意なシュートを作りたいJという高まりを示すという。
以上で了解されるように,授業中の生徒達においては全体の流れを判断して,より効果的な所ヘ
パスをするといったゲーム全体に関する判断能力は要求されるべきものではなく,彼らにとつての
判断能力は違った意味で捉えなくてはならない。
つまり彼らにとってはパスを受けようとする者とそれを守る人の関係がどのような位置関係の時
にパスすべきか,パスを受ける為にはどこに動くべきか, ドリブルすべきか否かといった個人技能
を展開することで精一杯と考えられる。ここでは全体を見るとか,効果的なところにパスをすると
かというレベルの問題ではなく,兎に角誰かにパスをしなければならないといったレベルの問題で
あると考えられる。この様な意味で以下では,どこにパスをすれば課題の解決になるかではなく,
パスを受ける人 (R)とそれを守る人 (D)との位置関係がどのような時にパスをしようとしてい
るかという意味でパスの判断能力という言葉を使用する事にする。
初心者がパスをしようと決断するのは,パスを受けようとする者とそれを防ぐ者とがどのような
位置関係の時に決断されるのかという,パスの判断能力の実態を把握すること,及びその発達に注
目することは球技運動の指導を考える場合必要不可欠である。
ボール保持者 (P)は味方 (R)にパスしようとした時,Rを守るべき人 (D)の位置関係がど
のような時にパスしようとする気になるのであろうか。RとDが接近した】犬態ではPはパスしよう
という気が起こらないであろう。逆にRとDの距離が十分に離れていればパスが可能という気にな
るであろう。しかし,ゴー ルから離れた位置でRとDの距離がいくら離れたからといってパスして
も攻撃的な意味は薄く,Rはボールを保持した時シュートが可能な地域でパスを受けなれば攻撃の
ためには有効とならない。ところがシュート可能なポジションでパスを受けようとすればDにより
厳しい守りに遭ってしまう。そこでRはDから離れシュート可能なポジションを獲得しなければな
らない。いわゆるRはDを振り放した状態を作り出さなければならない。このようにゲームを展開
して行く場面で用いられるパスは次のように分類される。注1)
①周辺でのパス (攻撃の際バランスを取る場合とか,リプレイの場合に行われるパスでゴールか
ら遠い位置で使用されるパス)
②面取りへのパス (主にポストヘフィードする場合のパス)
③バックドアーヘのパス (守る人の後ろのカットインした者へのパス)
④カットインした者へのパス (守る人の前面のカットインヘのパス)
⑤防御者から離れるパス (守る人を振り切つた者へのパス)
この中で①のパスはゴールから離れた場所で使用されるためRとDの位置関係も距離関係も問題
無く行われるものである。②9④のパスはRとDの距離よりも位置関係が問題とされ,両者が接近
していてもパスの仕方 (コース)によリパスが可能となる。③はRがDの守りを振り切つた瞬間に
なされるパスなのでRの動きに応じた適切なタイミングのパス,適切なコースのパスなどが要求さ
れるため成功すれば攻撃的パスとして重要な意味を持つ。つまり,RがDを振り放した時点の距離
が最短の時点でパスが行われれば攻撃に非常に有利となるが,タイミングを逸してしまうと他の種
類のパスとなってしまう,このような意味で⑤のパスはPの総合的能力を捉えるには良い指標とな
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ると考えられる。
そこで⑤のパスをタイミング良く,正確に可能とするにはどのような能力が関係しているのか,
また,授業での練習内容の違いにより③のパスの能力が高まるかどうかを検討しようとするもので
ある。
研 究 方 法
実験の概要
⑤のパスはどのような能力と関係しているかを観るため,バスケットボールの技能テストとして
一般的に用いられている次の6種目のテストとの関係をみる。即ち 〈ジグザグドリブル〉〈ランニ
ングパスキャチ〉〈壁パス〉〈チェストパスでの距離測定〉(30秒間シユート〉〈反復横跳び〉との関
係である。注2)
⑤のパスが適切に使用し得るにはパスの技能,ボー ルコントロールの技能が不可欠との仮説でこ
れらを練習するグループ (実験群)とゲームのみを主体として実施したグループ (コントロール群)
で⑤のパスの能力の上達度を比較検討する。
授業の概要
被験者一本学学生でこれまでバスケットボールを組織立って練習したことのない学生
実験群…健康スポーツ科学実技No01,18のクラス  男子56名  女子42名
パスの技能,ボー ルコントロールの向上を目指して毎時間次の練習を30分導入した後試合
を実施。 (四角パス, ランニングシュート, ドリブルのlonl,2onlのフェイントパス)
ヨントロール群…健康スポーツ科学実技No12のクラス 男子64名  女子9名
毎時間3on3を0分導入した後,試合を実施。
実験群,コントロール群とも実験前 (pre)実験後 (post)に前記6種目のテスト及び⑤のパス
を調査しその間の変化を見る。
なお,⑤のパスの実態を捉えるためドリブルをしないでハーフコートで2 on2を実施させ,VT
Rで録画しRとDとの関係がどのようなときにパスを行つているかを分析する。その指標としてP
の手からボールが離れた時点のRとDの距離を求めた。距離を測定するためコートにlm間隔にマー
クを付けた。
授業回数 授業の概要
オリエンテーション,グルーピング,今後の方針など。
6種目のテス ト実施 (pre―テス ト)
3 on3の実施 (VTR撮り pre)
実験,非実験別にクラスで授業
6種目のテス ト実施 (pOst―テス ト)
3o■3の実施 (VTR撮り post)
?
?
?
?
…
…
??
‐?
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Ⅲ 結 果 と 考 察
Ⅲ-1 実験群,非実験群の同一性検定
6種日のテストの成績を示すと(表1-1～4)である。これらを基に各条件間の有意差の検定を示し
たものが(表21～4)及び(図11～2)である。
preテスト(表11)において実験群―非実験群の差を見ると男女の く反復横跳び〉で男子p<0.01,
女子p<0,05で差が見られるが,他のテス トには見られない。このことから以下 〈反復横跳び〉を
除外して考察を進める。その他のテストには差が認められないので実験群,非実験群は同一の集団
と判断しうる。
表1-1 各テス トの平均・標準偏差(男子・PRE) 表1-2 各テス トの平均・標準偏差(女子・PRE)
テスト
冥 顕 符 非 実 願 軒
半 均 裸季偏遷 半  幻 際手 偏 え
ンクサク Zυ りZ
]0・シュート
又 TR薇 46 52
肇 イ｀ス
ス塵 離
動きに轟
テスト
薬 顕 辱 非 薬 顕 手
半  コ 採 卒 偏 差 半  幻 際幸 偏 斎
zo uu u
ンクザク 22 72 9 22.56
〕0・シュート
又 像 凍 43.じb V
整 イ｀ ス υ
Ⅲス凛離 9
動き距離
表卜3 各テス トの平均・標準偏差(男子・POSt)表卜4 各テス トの平均 。標準偏差(女子・POST)
テスト
実談群 非 実 願 軒
半 羽 要奉偏差 十 コ 票雫 偏 差
キャッチ Z6.し3
ジクザク
又 復 穣
菫琶nス
fス距離
動き理 離
Ⅲ-2 授業前と後の技術上達
テスト
粟 駁 軒 ヲF冥顕再
N 平 均 票雫 偏 菱 平 均 際雫 偏 姦
V
ツクサク 9
9
又 IR薇
壁 ′ヽス′ヽフ l ZZ υ 6.22
nl離 9
動き距離 9
授業15回の内、オリエンテーションやpreテス ト,postテストで費やされる時間を除くと実際の授
業は10回となる。その間,受講生達は上達するか否か,上達するとすれば実験群,非実験群いずれ
がより上達するのであろうか。
男子について実験群では 〈ランニングキャッチ〉〈ジグザグドリブル〉(30秒間シユー ト〉〈壁パ
ス〉においてpre post間のtテストにおいてp<0,01で有意さが見られる。(表23)
非実験群では,(ランエングキャッチ〉〈ジグザグ〉〈30秒シュート〉く壁パス〉〈動き距離〉で,P
<0.01レベルで有意さが認められる。
女子では実験群において くジグザグ〉(30秒間シユート〉く壁パス〉〈動き距離〉に有意差みられ,
(表23)非実験群では 〈ジグザグ〉〈壁パス〉〈パス距離〉〈動き距離〉に有意差が認められる。
(表24)
以上,男子,女子ともテスト種目で1～2の違いはみられるが,ほとんどのテス トで差が認めら
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れる。このことは,男女を聞わず,また実験群,非実験群を問わず,全体的にバスケットボールを
プレーする際に必要と考えられる諸技術は10回余 りの授業ではあるが向上を示すものといえよう。
表2-1 実験群―非実験群間のtテスト(pre)   表2-2 実験群―非実験群間のtテスト(pOSt)
テス ト
男子 女 子
t値 有意差 tr直 有意差
キ ャ ッナ ‐.563
ジグザグ .296 .555
30。シュー ト 1.401
反 復 横 ‐.436
壁 ハ・ス .853
ハ°ス距離 2.048 *
動き距離 .893
テス ト
男 子 女 子
tr直 有意差 tl直 有意差
千 ャ ッ チ .366 1.346
ジグザグ ■72
30・ツュート
反 復 横 3.677 2.230
雪ヨ |ヽ ス ‐.281
A°スEE離 1.231
動き距離
*<005器<0,01
表2-3 実験群 pre_post間の tテス ト
ネ<0,05**<0.01
表2-4 'F実験群 pre_post間の tテス ト
テス ト
男 子 女 子
t値 有意差 t値 有意差
千 ャ ッ チ 3.234** 1.562
ジグザグ 3.221**
30。ツュート ‐3.680** ‐3.579
反 復 横 **
壁 ハ・ス 3.774**
A°ス距離 ‐1.665 765
動き距離 2959
*<0.05キ*<0.01
テス ト
男子 女 子
t値 有意さ t恒 有意差
キ ャ ッチ **
ジグザグ 7.348** **
30,シュー ト ‐4,047** ‐2.000
反 復 横 -3399** ネ*
雪ヨ
'Iス
8,914** 7.071 **
ハ°ス距離 ‐.899 2.203
動き距離 3.685 2.634
*<005**<001
実験 非実験 実験 非実験 実験 非実験
キャッチ      ン゛クヾサ`ク  ｀  30・シュート
実験 非実験 実験 井実験
反復横 壁′ヽ・ス
実験 井実験 実験 非実験
ハ'ス距離  動き距離
図1-1 平均値の有意さ(男子)
※※ p<001 ※ p<005
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EEl
,ft
田
,OSt
白
?
?
?
?
?
?
?
?
?
‐
実験 非実験
キャッチ
実験 非実験
シヾク・サ゛クヾ
実験 非実験
30。シュート
実験 井実験 実験 非実験
反復横  壁′ヽ・ス
???? 実験 非実験
動 き距離
図1-2 平均値の有意さ(女子)  ※※ p<001 ※ p<005
Ⅲ-3 実験群・非実験群の上達
実験群・非実験群ともほとんどのテストにおいて上達が認められたが,その上達に関して両者間
に違いが見られるだろうか。
この件を検討するため,両者間のpOstにおけるtテストの結果をみる。(表22)それによると,
男子で く壁パス〉p<0.01〈パス距離〉p<0.01で実験群が非実験群に比べより上手く成ってい
ることが分かる。
実験群のパスに関するテス ト,〈壁パス〉〈パス距離〉において,非実験群のそれよりは優れてい
るということは授業の中でボールコントロールの練習や,パスの練習を毎回取り入れたことと深く
関係しているものと思われる。他の技能に関しては実験群・非実験群とも同等のレベルで上達して
いると解釈できる。
Ⅲ-4 (動き距離)の巧拙に影響する技能
〈動き距離〉において実験群・男子以外にはpre pOst間で成績の向上を見ることが出来る。実験
群・男子では有意差は認められないものの平均値のみに限って見るとpreで1,47mであったのカコo
stで1.38と短縮され,RがDを振り離した時点をより正確につかまえることが可能となっている。
Ⅲ-5 (動き距離〉に影響を与える要因
研究目的のところで述べた⑤のパスの巧拙にはどのような要因が関与しているのかを検討しよう
として6種類のテストと く動き距離〉の関係を検討した。
(動き距離〉を目的変数とし他のテストを説明変数とする重回帰分析を行い,その結果を示した
ものが (表31～8)である。
重回帰分析の結果をみると,偏回帰変数,標準化偏回帰変数とも低い値を示し,〈動き距離〉の
成績がどういう技能によって影響されているかを,実施した各テスト結果で説明することは出来な
い。つまり,実験群,非実験群とも技能テスト結果は向上を示し,各技能は上達したかのように見
える。しかし,各技能は上達してもそれが く動き距離〉の短縮には直接結びついていないというこ
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表3-1 男子 。実験群(PRE) 表3-2 男子・実験群(POST)
説明変数:   偏回帰変数 標準化偏回帰変数 説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数
1)キャッチ
2)ジグザグ
3)30,シュー
4)壁パス
5)パス距離
-1,38E-02
4.390E-02
4.588E-03
9.562E-02
1.240E-02
1)キャッチ
2)ジグザグ
3)30・シュー ト
4)壁ばす
5)パス距離
1,11lE-02
2.791E-02
3,028E-03
6.057E-03
2.770E02
―.243
0.037
0.278
.054
0.057
.257
.208
.028
,019
,117
相関係数
決定係数
0,331
0,110
相関係数
決定係数
.359
.129
表3-3 男子・非実験群(PRE) 表3-4 男子・非実験群(POST)
説明変数:   偏回帰変数 標準化偏回帰変数 説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数
1)キャッチ
2)ジグザグ
3)30・シュー ト
4)A・ス距離
5)動き距離
.233E-03
.853E-02
,703E-02
,479E-02
3.42E-02
1)キャッチ
2)ジグザグ
3)30・シュー ト
4)A°ス距離
5)動き距離
1・162E-02
-1.16E-02
9.485E-03
9.592E-02
-.100
9
,006
.019
.014
.055
.029
.124
-.051
,017
.064
-.473
相関係数
決定係数
相関係数
決定係数
表3-6 女子・実験群(POST)表3-5 女子・実験群(PRE)
説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数 説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数
1)キャッチ
2)ジグザグ
3)30・シュー ト
4)A・ス距離
5)動き距離
-1,38E-03
2,028E-02
3.407E-03
-3,06E-02
1.446E-02
1)キャッチ
2)ジグザグ
3)30,シュート
4)A°ス距離
5)動き距離
-3.80E-03
3.431E-02
1,71SE-02
6.874E-02
-4.14E-02
―.074
,036
.029
-.064
,098
―.133
.036
.139
.211
-,117
相関係数
決定係数
相関係数
決定係数
146    山根成之 :バスケットボールにおけるパスの判断能力に関する実践的研究
表3-7 女子・非実験群(PRE) 表3-8 女子・非実験群(POST)
説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数 説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数
1)キャッチ   …2,87E-03
2)ジグザゲ  3.263E-02
3)30・シュー ト 5ー.75E-02
4)A°ス距離     .240
5)動き距離    .346
―.189
.111
-.357
.281
.876
1
2
3
4
5
キャッチ
ジグザグ
30・シュー ト
A'ス距離
動き距離
2.671E-02      2.484
.284       3.981
-.152      -2.860
-.568      -2.393
1.539       8.540
相関係数   .789
決定係数   .622
相関係数  .802
決定係数  .643
とになる。
上記のことは10回位の授業回数では⑤のパスの向上と各テストで調べた技能が結合しないのでは
ないか,上達には長期の時間が関係しているのではないかなどということも考えられるが,それよ
りも次のように考察するのが適切と思われる。
即ち,今回実験群に取り入れたパスの練習やボールコントロールの練習は防御者を付けないで
行った練習形態であり実戦に必要とされるパスとは乖離したものであったのではないかということ
である。
実戦で使用されるパス,⑤のパスはPにとつて,RとDの関係位置,両者が動く方向,Rの目線,
Rの動く速さなどを認知し,あらゆることを判断してなされるもので,これらの総合されたものの
結果として表出されるものであるということである。
③のパスはその場面の最良の解決方法が要求されている行為と捉えると,その場面の最良の解決
方法を二人以上で協力すること,即ち作戦と捉えることが出来る。作戦的行為は次の3段階を経る
ものとされている。
1)試合状況の知覚と分析
2)戦術課題の思考による解決
3)戦術課題の運動によ解決
これらの経験がプレイの結果とともにフイードバックされて記憶の中に貯蔵されて行 くことが重
要とされる。8)
従って,今回実験群で練習した事柄は3)の解決方法を実施したものの1)2)のステップを欠
落させていると言わぎるを得ない。
つまり, 1)2)が欠落した場面とは,対峙関係の無い場面でのパス, ドリブルのことであり,
このようなスタティックな練習では実際のゲーム=ダイナミックな場面では通用しないものとと考
えられる。その結果,く動き距離〉を今回実施したテス トで説明することが出来ないものと考えら
れる。
⑤のパスに結びつく能力を養おうとすれば, 1)2)のプロセスを重視しなくてはならない。
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Ⅳ  要  約
本研究は大学生の授業を対象として,RとDの関係がどのような距離の時Pはパスしようとする
のか,授業時間の中で技能がどのように上達するか,①のパスにはどのような要因が関係している
かを検討しようとした。結果は以下のように要約できる。
1.10回の授業でパス, ドリブルル,シュートなど基礎的技術は明らかに上達する。
2.毎時間パス,ボー ルハンドリングなどの練習を取り入れたグループと3 on3を毎回実施したグ
ループで上達の差は認められなかった。
3.パスの練習を取り入れたグループは取り入れなかったグループに比べ,〈壁パス〉〈パス距離〉
が有意に上達した。
4.パス,シュートなどが上手くなっても⑤のパスとは関連がみられなかった。
5,⑤のパスの能力に内在する要因には,試合状況の知覚と分析,戦術課題の思考による解決が重
要な意味を持つと考えられる。
6.上記のことから3 on3には⑤のパスに必要とされる多くの要素を含んでいると思われる。
注1)
速効で用いられるパスは除外し,ゴー ル周辺でなされる攻撃の際のパスという意味。
注2)
・ランニングキャッチ (フリースロレーンの外にハンドボールを持って立つ。バックボードにボー
ルを当て,ダイレクトにキャッチする。ボールを落とさないでキャッチし,フリースローレーン
の外に出る。これを1回とする。10回成功するまでの時間を測定する。)|     ・壁パヌ (壁より5m離れた地点で壁に向かってパスをし,戻つてきたボールを壁に向かってパス|    
を繰り返す。15秒間に何回出来るか回数を数える。)
・動き距離 (⑤パスをするとき,Pの手からボールが離れた瞬間,DとRとの距離。)
・ジグザグドリブル (3m間隔に4本セットされたポールをジグザグに回りながら往復する。スター
ト位置まで戻つてくるまでの時間を測定する。)
・30秒間シュート (ゴー ル下で30秒間に何回シュートが成功するか回数を数える。)
・反復横跳び (スポーツテストで実施しているものと同一のもの。)
|    ・チエス トパスでの距離 (カー杯チェス トパスをして、何メー トルパスを飛ばせることが出来る
か 。)
引用・参考文献
1)中川 昭  ボールゲームにおける状況判断研究のための基礎概念の検討
体育学研究28巻4号 p2871984
1     2)金本益男外 ゲームセンスの構造分析
スポーツ心理学研究第13巻1号 p32381986
1     3)中川 昭 ラグビーのゲームセンステス ト
|
148    山根成之Iバスケツトボールにおけるパスの判断能力に関する実践的研究
体育学研究 第%巻 第1号 p21-29 1980
4)中川 昭 ボールゲームにおけるゲーム状況の認知に関するフイールド実験
体育学研究27巻 第1号 o17-26
5)山根 成之 ブヽスケットボールにおけるガードプレーヤーのリードに関するコーチの意識
山陰体育学研究 第10号p25-29
6)調枝 孝治 ボールゲームにおけるチームワークの研究
体育学研究第12巻4号 p237～244 1968
7)厨 義弘  「スポーンの主人公」をめざすバスケットボール型のカウキユラムと授業の考え方
学校体育第44巻6号  p18‐22
8)長谷川 裕 戦略・戦術指導の内容と展開
体育科教育  第1銘巻 担号 o3335  1990
Abstract
Gcllo単llyl―a ball―pass near血o gon o.血o orellce play is more effectivc tllan that ttmote from h in ban galllest
But h is difacult to make an effecive pass nett the goal becauSc strong defclace is porforaied ttound thc goal. ha this
casc,a ball rccciv釘
“
es to be freo fl・on defen∝players and to catch tte ball.BЛl om∝nceds the ablity lo mtte a
pass to dle FeCOiVcF tte mOment tlle ttceiveF getS fFCC fЮm he def n∞playeA・In his study,the developmcnt of the
pas?ngお工iげin baskctb証l wasinvoslgated,sing bЛl contl・o 世? Ⅲg andPas?ngt?ning=As a resdt,PaSS exttise
with。,t tlaO Offenoc and dcfence sitllation was nOt so wseflll t9 he passi4g abilitЙ.but3 on 3試yle p ay was meaningftl
to develop tlle ability,
Key WordsI Ball g岬∝ Motor Ski■PracticeEffects PassiudgmClat
